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研究成果の概要（和文）：　本研究は、平成22年度から24年度基盤（C）で行われた研究の継続研究であり、その研究
の評価・改善・発展を目指すものである。これまでの研究の成果によるジェロントロジー教育の理論に基づき、教員誰
もが参加できるジェロントロジー教育・実践空間を、ホームページとして立ち上げた。この構築にはUniversity of Te
xas Health Science Center at San Antonioの協力を得、前任校の情報教育研究者との協議によりLinuxの様なOpen So
urce的なアプローチを展開する方法を一部構築した。

研究成果の概要（英文）：　This study is a continued research of the investigation conducted in fiscal 
year 2010 to 2012 as Foundation (C). This research aims to evaluate, improve and develop the previous 
study. Based on the theory of Gerontology education by the results of preceding studies, the Gerontology 
education and practice space that every faculty can participate has been launched on the home page. This 
workspace was created by the cooperation of the University of Texas Health Science Center at San Antonio 
and the frequent discussion with information education researchers in the former university. This system 
deployed Open Source approach that generated Linux system.
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１．研究開始当初の背景 
今日、我々の社会では世界規模での人口の
グレー化（高齢化）が進展している。全世界
で起こりつつある「人口革命」に対してグロ
ーバルに取り組むため、2002 年国連の第二
回高齢者問題世界会議で、「全ての世代のた
めの社会をめざして」というメインテーマで
検討がなされ、世界の政策立案者に対し、高
齢者と開発、高齢にいたるまでの健康と福祉
の増進、および望ましい状況の整備という三
つの優先的課題について、勧告がなされた。
世界の高齢化は、今後先進国のみならず開発
途上国においても急激に進むことが予想さ
れており、2050 年までに高齢者人口が全世
界で 4倍に増えると推計されている。したが
って、高齢化の問題は、今日、貧困の根絶に
向けた戦略や、すべての開発途上国の世界経
済への全面的参加を達成するための努力と
の関連で考えることが重要であるとの認識
に至っている。国連で採択された文書では、
高齢化が単なる社会保障と福祉の問題では
なく、全般的な開発と経済戦略の課題である
という新たな認識が示されており、そこでは、
高齢化に対する肯定的なアプローチを促進
し、これと関連づけられる否定的で典型的な
考え方を克服する必要性が強調されている。
しかし、日本の教育的取り組みは、いまだ断
片的である。 
この様な中、今、こども達が置かれている
社会は、「知識基盤社会」と「知識の爆発の
時代」という二つのキーワードで示す事が可
能となっている。 
「知識基盤社会」とは、社会のあらゆる領
域において新たなる知識・情報・技術の重要
性が飛躍的に増大する社会であり、普段我々
が見聞きする科学に関する社会的諸問題
（socio-scientific issues）について、思考し、
判断し、意思決定する高度な能力が要求され
る社会である。この様な社会においては、科
学と技術とを切り離して、科学のみを教える
ことは不自然であるとも指摘されている
（Millar,R.& Osborne,J.,eds.,Beyond 2000, 
King's College London, 1998）。 
「知の爆発の時代」とは、多量な情報や知
識が次々と新しく生み出される時代である。
このような時代においては、客体の文化の圧
倒的発展により「客体の文化と主体の文化の
齟齬的関係」（Gorg Simmel,『貨幣の哲学』）
が生じる。そこでは、主体の側からのアクシ
ョンにより、いま目の前にある客体の文化を
主体の文化形成にとって有意義なかたちに
変容させることを目指す戦略が必要である。
Luhmann（N. Luhmann『社会システム論』）
的に表現すれば、客体の文化が持つ「複雑性」
を「縮減」し、主体の文化形成にかなうよう
に変容させることを目指す戦略が必要とな
る。 
 
２．研究の目的 
本研究は以下の内容を具体的研究目的と

すると同時に、研究実践の Open Source 的ア
プローチ展開を研究期間内の目標とし、東ア
ジア（韓国、台湾、中国）の研究・教育者と
協力し、東アジアの高齢会社会にも貢献でき
るような研究とすることである。 
本研究は以下の内容を具体的研究目的と
するが、６）に関しては、研究実践の Open 
Source的アプローチ展開の費用と時間、本人
の国立から私立への転出の関係から、その一
部を目標とした。 
具体的には以下の内容となる。 
１）．国内外のジェロントロジー研究者の
協力を得て作成された学校教育におけるジ
ェロントロジー教育理論の枠組みに基づき、
統合カリキュラムの理論（上越教育大学小林
らの基盤Ｂ研究）の研究者から助言を得つつ、
医学、社会福祉学、社会学、教育学、老年学
など各専門家の立場からの総合的助言から、
専門領域の大学教員、現職院生、教員の助言
に基づき、共同研究者と共に日本向けの教育
プログラムや教材開発システムを評価・改善
し発展させ、教材開発を進める。 
２）．初等、中等教育における、ジェロン
トロジー教育研究が進んでいる欧米の実践的
プログラムの調査・研究の評価を基に、その
実践が高齢者イメージにどのような影響を与
えるかを研究すると同時に東アジアの動向と
その教育が子どもたちにどのような影響をあ
たえるかを探る。 
３）．日本の学校教育に即したジェロント
ロジー教育をさらに展開させるため、ジェロ
ントロジーの研究・教育実践が進んでいるア
メリカのUniversity of Texas Health Science 
Center at San Antonioでの研究と教育実践プ
ログラムに基づき、ウェブページ作成上の問
題等を専門家とともに調査・研究を進め、そ
こで得られた知見を考察、実際のウェブペー
ジ上の展開につなげる。 
４）．前回日米共同で開発研究した教材等
を用いて、日米の研究メンバーにより日本の
現職教員を対象に、震災の影響で中止となっ
た日本でのワークワークショップを実施し
（サンドラ・サンチェス氏の特別講義は実
施）今回の新たな展開の試みにつなげる。そ
れと時に、日本でのカリキュラム開発システ
ムを評価・改善し、東アジアでの教育実践に
向けた研究協議を韓国、台湾、中国の研究者
と行うことで、東アジアの高齢化の問題に対
し教育・研究領域で共働し、東アジアの高齢
化に関わる教育に貢献する。 
５）．これまでの研究の成果によるジェロ
ントロジー教育の理論に基づき、教員誰もが
参加できるジェロントロジー教育・実践空間
を、University of Texas Health Science 
Center at San Antonio の協力を得、本学情
報教育研究者との協議によりホームページ



上で立ち上げ、Linux の様な Open Source 的
なアプローチを展開する。 
６）．さらに、University of Texas Health 
Science Center at San Antonio の協力を得
て、医学・看護教育ですでに利用されている
iPad 等での教育方法を参考に、今後の学校教
育を見すえて、日本でのジェロントロジー教
育のモデルを展開する。 
 
３．研究の方法 
すでに述べた社会的背景から、本研究は、
2007 年度基盤研究Ｂでスタートした「PISA
型学力としてのコンピテンシー育成を目的
とした統合的カリキュラムの理論的研究」
（代表：上越教育大学 小林辰至）らの統合
的カリキュラム理論の研究から助言を得つ
つ、研究者と現職教員との協同により、教育
の現場に新鮮で十分に吟味、加工された「情
報」を、超高齢社会で意義のあるジェロント
ロジー教育のプログラムや教材開発を通じ
て提供しようとするシステムを構築するも
のであり、それの教材は、現場教員のわずか
な工夫によって、数学や理科、家庭や保健体
育などの各教科に取り入れられるものとす
る。そのことによって、各教科の内容を学ぶ
事で、ジェロントロジーの内容も同時に学習
出来るような教育プログラムや教材開発を
行うシステムを構築する。本科研費期間（３
年）の教材開発は、今回、身体的機能、社会
的背景を中心とする。 
 
４．研究成果 
それぞれの目的に関してその成果を記載す
る。 
１） 専門領域の大学教員、現職院生、教員の
助言に基づき、共同研究者と共に日本向
けの教育プログラムや教材開発システ
ムを評価・改善し発展させ、教材開発の
展開を行うことに関する成果について
は、その一部が小林辰至の論文に示した。 

２） 東アジアの動向とその教育が子どもたち
にどのような影響を与えるかに関する研
究は、ソウル大学のKim, ju-hyunとの共
同研究にその成果を示した。 

３） University of Texas Health Science 
Center at San Antonioでの研究と教育実
践プログラムに基づき、ウェブページ作
成上の問題等を専門家とともに調査・研
究を進め、そこで得られた知見を考察、
実際のウェブページ上の展開を行った。 

４） 東アジアの高齢化の問題に対し教育・研
究領域で共働し、東アジアの高齢化に関
わる教育に貢献することと関わる内容に
関しては、高齢化が急激に進むこれらの
国々における社会関係資源の重要性とそ
の課題という点から、今回は、ペンシル
バニア大学のコーレン・アピセラ博士を
特別講師として招聘し、この問題に関し
てその研究成果を報告してもらい教材開
発につなげた。 

５） ホームページ上で立ち上げ、Linux の様
な Open Source 的なアプローチを展開す
ることの関しては、研究費の関係で、十
分な成果があげられなかった。 

６） iPad 等での教育方法を参考に、今後の学
校教育を見すえて、日本でのジェロント
ロジー教育のモデルの展開に関しても
研究費と時間（細江の大学転出による研
究時間のバランスの変化）により十分な
成果があげられなかった。 
具体的研究成果のついては下記のウェブ
サイトを参照のこと（研究費不足の関係で成
果に不十分な点がある）。 
http://www.jissen.ac.jp/hosoe_gerontolo
gy/contents03/index.html 
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